
第
１
２
２
回
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州
地
区
高
校
野
球
大
会
鹿
児
島
県
予

第
１
２
２
回
九
州
地
区
高
校
野
球
大
会
鹿
児
島
県
予

選
第
選
第
1010
日
は
４
月
３
日
、
鹿
児
島
市
の
県
立
鴨
池
、
鴨

日
は
４
月
３
日
、
鹿
児
島
市
の
県
立
鴨
池
、
鴨

池
市
民
の
両
球
場
で
４
回
戦
４
試
合
が
あ
っ
た
。
第
４

池
市
民
の
両
球
場
で
４
回
戦
４
試
合
が
あ
っ
た
。
第
４

シ
ー
ド
隼
人
工
は
４
ー
６
の
２
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で
迎
え

シ
ー
ド
隼
人
工
は
４
ー
６
の
２
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で
迎
え

た
９
回
裏
に
ス
ク
イ
ズ
と
吉
村
康
博
の
左
前
適
時
打
で

た
９
回
裏
に
ス
ク
イ
ズ
と
吉
村
康
博
の
左
前
適
時
打
で

３
点
を
挙
げ
て
、

３
点
を
挙
げ
て
、
れ
い
め
い
に

れ
い
め
い
に
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し

た
。
た
。

【【
政
純
一
郎

政
純
一
郎
】】

隼
人
工
が
９
回
裏
、
２

点
差
を
ひ
っ
く
り
返
し
、

劇
的
な
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
で
２
季
連
続
の
８
強
入

り
を
決
め
た
。
西
垣
浩
希

監
督
は
「初
戦
か
ら
苦
し

い
戦
い
の
連
続
だ
が
、
苦

労
し
て
勝
ち
上
が
っ
て
き

た
経
験
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」と
胸
を

張
っ
た
。

先
発
の
岩
城
直
人
が
立

ち
上
が
り
リ
ズ
ム
を
つ
か

め
ず
、
４
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド

を
背
負
っ
た
。
初
回
か
ら

エ
ー
ス
阿
部
淳
希
を
マ
ウ

ン
ド
に
送
っ
て
立
て
直
し
、

３
回
に
は
相
手
の
エ
ー
ス

平
石
の
制
球
難
に
も
つ
け

込
ん
で
１
点
差
ま
で
詰
め

寄
る
も
中
盤
突
き
放
さ

れ
、
な
か
な
か
劣
勢
の
展

開
を
挽
回
で
き
な
い
。
そ

れ
で
も
「
練
習
試
合
で
も

こ
う
い
う
試
合
を
何
度

も
経
験
し
て
い
た
。
今
大

会
も
初
戦
か
ら
苦
し
い
試

合
の
連
続
で
『も
つ
れ
る

の
は
う
ち
の
ペ
ー
ス
』
と
信

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」（
西

垣
監
督
）。
我
慢
し
た
こ

と
が
終
盤
に
生
き
た
。

◇
４
回
戦
（
鴨
池
市
民
）

れ
い
め
い

４
０
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１
１
０

０
０
０
＝
６

隼
人
工

０
０
３

０
０
０

１
０
３
＝
７

代
打
・
加
塩
優
大
が
右

前
に
運
び
、
続
く
阿
部
、

代
打
・
徳
留
貴
洋
が
粘
っ
て

四
球
を
選
び
、
一
死
満
塁

と
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
。

西
垣
監
督
は
打
席
に
向
か

う
９
番
・野
村
尚
紀
を
呼

び
寄
せ
る
。

「ミ
ス
し
て
も
俺
の
責
任

だ
か
ら
初
球
ス
ク
イ
ズ
を
一

塁
方
向
に
決
め
て
来
い
！
」

一
死
満
塁
で
ス
ク
イ
ズ
を

決
め
る
の
は
至
難
の
技
だ

が
、
野
村
は
初
球
の
変
化

球
を
注
文
通
り
一
塁
方
向

に
決
め
１
点
差
と
し
た
。

「監
督
さ
ん
と
チ
ー
ム
を
信

じ
て
無
心
で
決
め
ま
し
た
」

と
野
村
。
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ

劇
の
お
膳
立
て
は
出
来
上

が
り
、
１
番
・
吉
村
康
博
＝

左
写
真
の
右
端
＝
が
２
―

０
と
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
２

―
３
ま
で
粘
り
、
最
後
は

外
角
直
球
を
注
文
通
り
左

方
向
に
流
し
打
ち
、
チ
ー

ム
の
信
頼
に
応
え
た
。

「追
い
込
ま
れ
た
け
ど
、

外
の
直
球
だ
け
を
待
っ
て
い

た
。
チ
ー
ム
を
信
じ
て
気
持

ち
で
打
ち
ま
し
た
」（
吉
村
）


